
　

一
般
会
計
に
９
億
１
５
５
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
３
１
４
億
８

６
０
９
万
円
と
な
っ
た
。

農
林
水
産
業
経
営
強
化
事
業
費

　

化
学
肥
料
低
減
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス

推
進
の
た
め
、
堆
肥
の
製
造
・
散

布
に
必
要
な
機
械
の
購
入
支
援
費

　
　
　
　
　
　
　
　
１
７
２
万
円

議案等が本会議に提出され
てから決定するまでの審議
の内容を報告します。

小
学
校
新
設
予
定
地
の
安
全
性
に

関
す
る
専
門
家
の
調
査
と
科
学
的

根
拠
を
示
し
て
行
う
住
民
説
明
会

の
実
施
に
つ
い
て
の
請
願
書

賛
成
多
数
で
可
決

　

専
門
家
に
よ
る
安
全
性
評
価
を

実
施
し
、
科
学
的
根
拠
を
示
す
住

民
説
明
会
の
早
期
開
催
と
地
域
住

民
と
の
合
意
形
成
を
求
め
る
。

主
な
質
疑

　
　

趣
旨
の
中
で
、
い
っ
た
ん
立

ち
止
ま
っ
て
と
あ
る
が
、
意
味
は
。

　
　

学
校
建
設
に
あ
た
り
、
地
域

住
民
か
ら
不
安
の
声
が
あ
が
っ
た
。

議
員
も
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
っ
て

住
民
の
声
に
向
き
合
う
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
工
事
を
止
め

る
意
味
で
は
な
い
。

主
な
討
論

　
　
　

10
月
21
日
に
住
民
説
明
会

が
行
わ
れ
た
が
、
地
域
か
ら
多
く

の
不
満
や
不
安
の
声
が
上
が
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
早
期
の
合
意
形

成
を
図
る
た
め
の
説
明
会
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
説
明
会
を
す
る
う

え
で
は
、
地
域
が
納
得
で
き
る
、
科

学
的
根
拠
の
あ
る
調
査

結
果
を
示
す
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

市
福
祉
会
館
条
例
を
廃
止

賛
成
多
数
で
可
決

　
福
祉
会
館（
潮
湯
の
里
夕
陽
館
）

は
、
市
民
の
健
康
保
持
お
よ
び
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
は
利

活
用
し
な
い
方
針
を
決
定
し
た
た

め
、
本
条
例
を
廃
止
す
る
。

主
な
質
疑

　
　

夕
陽
館
は
市
民
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
位
置
づ
け
だ
っ
た
か
。

　
　

市
民
が
集
い
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
、
そ
し
て
社
会
福
祉
協
議
会

が
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の

拠
点
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

普
通
財
産
に
し
て
来
年
度
公

募
と
の
こ
と
だ
が
、
見
込
み
は
。

　
　

公
募
前
に
つ
き
回
答
を
控
え

た
い
。

小
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

　

津
屋
崎
小
学
校
体
育
館
の
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
う
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
８
万
円

　

神
興
東
小
学
校
の
令
和
６
年
度

児
童
増
加
対
応
の
改
修
工
事
費

　
　
　
７
１
０
万
円

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
事
業
費

　

寄
附
額
が
６
億
円
か
ら
７
億
円

に
増
加
の
見
通
し
と
な
り
、
返
礼

品
代
等
の
関
連
経
費
を
増
額

　
　
　
　
　
　
　
４
９
９
９
万
円

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
物

価
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業
費

　

低
所
得
世
帯
へ
物
価
高
騰
の
負

担
軽
減
を
図
る
費
用

　
　
５
億
２
０
４
５
万
円

福
間
中
学
校
増
築
工
事
費

　

生
徒
数
増
加
に
よ
る
令
和
７
年

度
か
ら
の
教
室
不
足
に
対
応
す
る

校
舎
増
築
工
事
費（
令
和
６
年
度
ま

で
の
債
務
負
担
行
為
を
追
加
）

　
　
　
　
11
億
４
４
０
０
万
円

市
営
納
骨
堂
条
例
を
廃
止

賛
成
多
数
で
可
決

　

市
営
納
骨
堂
は
、
建
物
の
老
朽

化
に
伴
い
、
使
用
者
の
安
全
が
確

保
で
き
な
い
。
ま
た
、
保
健
衛
生

の
向
上
と
、
社
会
福
祉
の
増
進
を

図
る
と
す
る
施
設
の
設
置
目
的
の

達
成
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
本

条
例
を
廃
止
す
る
。

主
な
質
疑

　
　

現
在
の
建
物
工
事
等
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
利
用
者
へ
周
知
し
て

い
る
の
か
。

　
　

利
用
者
に
は
、
遺
骨
を
移
動

す
る
こ
と
、
そ
の
後
建
物
を
解
体

す
る
こ
と
を
通
知
す
る
文
書
を
送

っ
て
い
る
。
解
体
工
事
の
業
者
が

決
ま
り
し
だ
い
、
近
隣
住
民
や
隣

接
す
る
保
育
園
の
保
護

者
等
に
説
明
会
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

▲運営の公募をする夕陽館

▲解体される市営納骨堂

▲ワンヘルス推進のために機械の
購入費を支援

▲特別支援教室に改修される神興
東小学校の教室

市
民
福
祉

委員会

予
算
審
査（
補
正
）
特別

委員会

総
務
文
教

委員会

議案審議

12月
定例会

賛
成
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▲今後、更に活用が期待される津屋崎
郷づくり交流センター

意
見
書
を
提
出

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法（
硬
膜
外
自

家
血
注
入
療
法
）に
適
正
な
診
療
上

の
評
価
等
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　
井
手
口　
忠
信

賛
成
多
数
で
可
決

脳
脊
髄
液
減
少
症
治
療
法
ブ
ラ
ッ
ド

パ
ッ
チ
療
法
の
適
正
評
価
を
要
望
。

市
郷
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

を
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

　

津
屋
崎
地
域
郷
づ
く
り
推
進
協

議
会
は
、
令
和
４
年
か
ら
津
屋
崎

行
政
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
を
仮
拠

点
と
し
て
運
営
し
て
い
た
。

　
正
式
に
郷
づ
く
り
の
拠
点
施
設
、

津
屋
崎
郷
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

に
位
置
づ
け
る
た
め
、
条
例
の
改

正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

主
な
質
疑

　
　

市
民
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

　
　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
の
情
報
広
場
に
分
か

り
や
す
く
掲
載
し
、
周

知
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

建
設
環
境

委員会

公開します。みんなの賛成と反対
12月定例会の

《
教
育
長
》

田た
ぶ
ち渕

　
　
聡さ

と
し 

さ
ん

任
期　
令
和
５
年
12
月
11
日
～

　
　
　
令
和
８
年
12
月
10
日

人
事
案
件
に
不
同
意

《
農
業
委
員
会
委
員
》

花は
な
だ田

　
清せ

い
じ治 

さ
ん

大お
お
み
ね峰

　
辰た

つ
ゆ
き幸 

さ
ん

森も
り

　
　
正ま

さ
み
つ光 

さ
ん

伊い
と
う藤

　
弘ひ

ろ
あ
き章 

さ
ん

仲な
か
む
ら村

　
亀か

め
お雄 

さ
ん

乙お
と
ふ
じ藤

　
正ま

さ
は
る治 

さ
ん

尾お
じ
ま嶋

　
　
聡さ

と
し 

さ
ん

椛か
ば
む
ら村

　
公ま

さ
ひ
こ彦 

さ
ん

嶋し
ま
だ田

　
和か

ず
し
げ重 

さ
ん

小お
や
ま山

　
博ひ

ろ
と
し敏 

さ
ん

横よ
こ
や
ま山

　
弘ひ

ろ
み
ち道 

さ
ん

任
期　
令
和
５
年
12
月
21
日
～

　
　
　
令
和
８
年
12
月
20
日

人
事
案
件
に
同
意

陳情

結　
果

議　員　名

案　件

大
山　
隆
之

中
村　
恵
輔

山
本　
祐
平

岩
下　
　
豊

井
手
口
忠
信

倉
元　
敏
徳

佐
伯　
美
保

福
井　
崇
郎

秦　
　
　
浩

石
田
ま
な
み

中
村　
晶
代

尾
島　
武
弘

豆
田　
優
子

戸
田　
進
一

榎
本　
　
博

米
山　
　
信

中
村　
清
隆

髙
山　
賢
二

可決 市一般職の職員の給与に関する条例を改正（期末手当等の改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長
は
表
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

可決 市議会の議員の議員報酬に関する条例を改正（期末手当の改正） ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ○
可決 市特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例を改正（期末手当の改正）● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ○
可決 宗像地区事務組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和５年度一般会計補正予算（第４号） － ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● － ○
可決 令和５年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
可決 令和５年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
可決 令和５年度介護保険事業特別会計補正予算（第２号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
可決 令和５年度公共下水道事業会計補正予算（第１号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
不同意 教育委員会教育長の任命への同意（田渕聡さん） ● ○ ● ○ ● ● ○ ● － ● ● ● ● ○ ○ ● ●
同意 農業委員会委員の任命への同意（花田清治さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（大峰辰幸さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（森正光さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（伊藤弘章さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（仲村亀雄さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（乙藤正治さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（尾嶋聡さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（椛村公彦さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（嶋田和重さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（小山博敏さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（横山弘道さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

採択 小学校新設予定地の安全性に関する専門家の調査と科学的根拠を示して
行う住民説明会の実施についての請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 市学童保育所条例を改正（福間小に新設） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市福祉会館条例の廃止（利活用しない方針決定のため廃止） ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○
可決 市営納骨堂条例の廃止（老朽化のため廃止） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市国民健康保険税条例を改正（産前産後の国保税減額） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市手数料条例を改正（介護事業所申請手数料の改正） ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ － ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 市郷づくり交流センター条例を改正（津屋崎郷づくり交流センター供用開始）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和5年度一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の評価等を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成　●は反対　ーは欠席　＊は棄権
●健康保険証の存続を求める意見書採択についての陳情書/福岡県保険医協会　林裕章さん　●政党機関紙の庁舎内勧誘行
為の自粛を求める陳情/明るい福岡を作る会　高橋幸子さん　●紙オムツ持ち込みによる負担軽減に関する陳情書/株式会社
ベビーフレンド　野中史晃さん　●福津市商工会に対する市補助金について（お願い）/福津市商工会会長　山脇清さん
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